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1． はじめに 

最近 50 年の気候変動から,地球の気候システムが

温暖化傾向にあることは明らかである.この地球温

暖化に歯止めをかけるために,森林の持つ数多くの

機能の一つである炭素固定機能の向上が期待され

ている.そこで本研究では,森林管理の中でも間伐に

着目し,間伐の有無による炭素収支の相違を明らか

にすることで,CO2 吸収源としての森林の機能を定

量的に評価することを目的とする. 
 

2． 対象地域 

岐阜県郡上市大和町古道地区の間伐実施地区(以
下 Site-T),間伐未実施地区(以下 Site-L)を本研究の

対象地域とする. Site-TではH14年度,H19年度に 3
割間伐が行われ,Site-L では間伐履歴がない.各サイ

トの立木密度[本/m2]は Site-T で 0.049,Site-L で
0.103 である.各サイトは標高や傾斜等,条件のなる

べく近い場所を選定した.対象地区の主な樹種は 40
年生のスギである. 
3. 評価手法 

本研究は NEP(森林内生態系純生産量)という指

標を用いて,サイト毎での炭素収支の相違を評価す

る.NEP は森林内の植生の成長量⊿B と落葉落枝蓄

積量(リター量)L を森林に固定される炭素(NPP：純

一次生産量)として扱い,そこから森林内有機物の分

解によって放出される炭素 HR(従属栄養生物呼吸)
を差し引いたものである. 

NEP = ⊿B + L – HR 
NEP を算出するために以下のような現地観測,各

項目の計算を行った. 
 

 
 

⊿B(林内植生の成長量) 

間伐後及び風雪害木の切株を回収し,過去 5年間の

年輪幅を計測し,サンプルごとの 2003年から 2007
年での DBH(胸高直径)を算出した.風雪害木の形

状を測定し,サイトごとに DBH[m]-幹材積(V)[m3]
関係式を構築した .以上の観測結果と立木密度の

関係から,Site-T, Site-L の⊿B[gC/m2/y]を算出し

た. 
L(落葉落枝蓄積量：リター量) 

各サイトに 1m2 のコドラートを 5 箇所ずつ設置

し,1 年後にリターを全て回収し乾燥重量を計算し

た.5 箇所におけるリター量の平均値をそのサイト

におけるリター量とした. 
HR(従属栄養生物呼吸) 

HR は土壌微生物呼吸量(HRmic),風雪害倒木呼吸

量(HRsnw),切捨て間伐材呼吸量(HRtin)に分類され

る.しかしHRmicを直接測定することは困難なので

土壌全体の呼吸量(SR)を根呼吸(RR)と HRmic に分

離する手法を用いた.HR の観測･推定は以下のよ

うに行った. 
1)  SR(土壌呼吸量) 
CO2 濃度センサー(VAISALA GMP343)を用いて

クローズド･チャンバー法で観測した.H20年11月

から H21 年 12 月までに月 1 回,各サイト 10 地点

ずつで観測を行った .ここでで得られた土壌呼吸

速度と地温の関係から(図-1),地温 Tg[℃]-土壌呼吸

速度 HRSR[gC/m2/y] 関係式を求めた (Site-T : 
HRSR=0.3e0.2067, Site-L : HRSR=0.619e0.1585).これ

を各サイトの 1年間の地温変化に当てはめ,年間土

壌炭素排出量を算出した. 
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